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請求記号:震災-7-z27

[写真あり 浜根かずこさん 省略]

 「愛︕愛（娘）︕起きて︕」と叫び続けていました。えっ︕これは⼀体なに︖思考が停⽌した
４０秒︕体の上に⾬あられと降りそそいだ本、レコード。⼜、地震が起こったらとの思いで布団の
上で固まっていた私でした。息⼦明は︖夫は︖⼀階の店は⼤丈夫だろうか︖電気・ガス・⽔道は︖
障害者の仲間は︖電話がおかしい。単⾞で夫に⾛ってもらう。テレビは地震情報を流している。私
らは命があったんだ、ボーッとしてたら申し訳ない。⾷糧、薬（精神安定剤）を積んで六甲へ。知
的障害を持つ芦屋の仲間のもとへ「確認に⾏って」と私、⾛りだす夫。

――今は亡き浜根かずこさんが昨年５⽉に書かれた⽂章の冒頭部分だ。＊
＊ジョイフルビギン「障害者と阪神淡路⼤震災」収録

 ＪＲ尼崎駅を降りて南東へ少し歩いて横丁を曲がると⼤衆中華「菜来軒」の看板が⾒えてくる。
油が染み込んで年期の⼊った⾚いのれんをくぐると、そこは浜根ワールド。
 「いらっしゃい︕」威勢のいい⼀雄さんの声。何か⼝を開く度に豪快な笑い声が続く。眼鏡の奥
は優しそうな⽬。２階から「お名前は︖」と明さんが降りてくる。
 カウンターの隅には市⺠運動の各種ビラが。奥の３畳程の座敷には「障害者」問題や⼈権、情報
公開の資料や本がうず⾼く積まれている。

[写真あり ⼀雄さんと明さん（中央は相談に訪れた地域のお⺟さん） 省略]

菜来軒はよろず相談所

 ここに居を構えて２０年。学⽣運動で知り合って結ばれた浜根かずこさんと⼀雄さん。２２年前
に明くんが⽣まれ、彼とていねいにつきあう中で障害者運動に出会うことになる。
 「分けられずに同じ世代の⼦どもと、もまれもみ合う⽣活の中で育ち合いたい」という願いで、



地域の保育所、⼩学校、中学校、⾼校に⼊ることを⽬指し、実現してきた。
 地域の学校に⼊ることは地域の⼦どもにとっては当たり前のことだ。⼦どもが希望すれば通学で
きるように条件や環境を整えるのが教育⾏政の仕事。それなのに「障害児」が普通学校普通学級に
⾏こうとすると、それは「就学闘争」になってしまう。教育⾏政が「障害児」を差別し排除しよう
とするから、⼦どもと教育権者である親は「闘って⼊る」ことになる。浜根さん夫婦はそうしたた
くさんの⼦どもと親の相談に乗り、励まし勇気づけ、共に悩んできた。

障害者のネットワークの底⼒や

 地震の時は浜根さんたちは救援する側に廻った。
「いつも助けられてばかりの私、役に⽴ちたい︕炊き出しをしたい︕」という障害者の仲間の声に
励まされ地域の５０⼈規模の避難所で、地域の私⽴⾼校の⽣徒、難病の会、キリスト教会などの協
⼒も得て被災者のために、毎週⼟曜⽇に炊き出しをした。
 障害者の提案で被災者との交流会をもった。それがきっかけで、被災障害者、⾼齢者から⽣活保
護・介護⼿当受給の相談や下着が欲しいなどの相談がポツポツ出てきた。「障害をもつ⼈なら、私
らの悲しみもわかってもらえる」と⼼の垣根を取り払われたようだ、とかずこさんは語っていた。
彼⼥は「相談事なら任せとき。障害者の相談で２０年のキャリアや。」と⾛り回っていた。困って
いる⼈を⾒たらじっとしておれない性格は筋⾦⼊り。尼崎の仮設住宅連絡会にもしょっちゅう参加
し、被災者の⽣活改善に奔⾛した。
 障害者仲間や被災者になくてはならない存在だったかずこさんは、地震から半年が過ぎた７⽉末
の暑い⽇に急死した。⺠間「治療機関」での不本意な死だった。

障害者の要求を出すとすべてが⾒える

 あれから１年が過ぎた。明さんは毎⽇「お⺟さん何時に帰る︖」と尋ねる。
 ⼆⼈で切り開いてきた地域の就学運動。障害者が⽣まれ育った地域で当たり前に暮らせるように
と準備していた作業所も開設したばかりだった。かずこさんの形⾒のようなサニーサイド作業所を
なんとか地域に根付かせようとメンバーは毎⽇⼒を尽くす。
 明さんは⼩学校の頃から、毎週⽉曜の店の定休⽇は⼤好きな阪神電⾞に乗って神⼾までお出掛け
と決めていて、ずっと⼀雄さんがつきあってきた。地震の時はしばらく⻄宮までしか⾏けず明さん
が納得するか⼼配したが、⻄宮駅まで⾏って実際に惨状を⽬の当たりにするとあきらめて家に帰っ
たという。いつも途中下⾞して⽴ち寄る⼤⽯駅そばのビルも壊れてなくなってしまったが、明さん
は今も必ず跡地に⽴ち寄る。
 昨年秋からは⼀雄さんに代わって被災地障害者センターのボランティアが同⾏するようになる。
他の⽇は障害者労働センターで⽜乳パックの整理に精を出す明さんも、⽉曜⽇は三宮でランチなの
だ。（同⾏者募集中）
 ⼀雄さんはかずこさんの分も動き回る。先⽇も尼崎市障害福祉新⻑期計画策定・中間報告案に関
して第１回⽬の要望を提出した。震災後の住宅施策についても障害者の⽴場から仲間たちと要望を
出した。次は知的障害者の介護保障要求のとっかりとして、ガイドヘルパー制度適⽤を市に要求し
ていくつもりだ。「これからも障害者が当たり前に堂々と⽣きていけるように明と⼀緒に歩いてい



きたい。かずこはいっぱい⼼を残していった。したかったこと、⾔いたかったこと、いっぱいあっ
たやろうに、本当に⼝惜しかったと思う。」
 かずこさんの１周忌に仲間たちの⼿で追悼⽂集が刊⾏された。「優しさ染め抜いたエプロンはた
めかせ駆けぬけた貴⼥へ」と題した⽂集は哀悼の⾔葉で埋まり、かずこさんの⾜跡の⼤きさが忍ば
れる。私は震災後の出会いだから数える位しかお⽬にかかっていない。⽂集を読むほどに、もっと
早くお会いしたがったと残念でならない。
 かずこさんは冒頭の⽂章を次のような⾔葉でしめくくっている。
 縦社会ではなく、横のつながりで再構築です。⽣きる為の最低の要求、それは住宅。皆が住む場
所を⼿に⼊れなければなりません。もうあんな恐い思いをするのはイヤ︕公営住宅に住める様にが
んばらなくては。働く場を︕障害者の要求を出すと、全てが⾒えてくる。“社会の復興は障害者か
ら︕”が合い⾔葉です。

－神⼾港中突堤旅客船アメニティターミナル整備事業・意⾒聴取の報告－

坂上正司

 ７⽉１７⽇、神⼾市役所において「神⼾港中突堤旅客船アメニティ・ターミナル整備事業」につ
いの障害当事者からの意⾒聴取が⾏われ、尾上浩⼆⽒（⼤阪府⺠の会）、松本薫⽒（神⼾⾞椅⼦
マップを作る会）と私の３⼈が臨んだ。出席者は私たちの他に、市役所、学者、コンサルタント会
社とあわせて２０名ほど。
 さて、この事業は神⼾市が阪神⼤震災で崩れた神⼾港国産弁天地区に旅客船ターミナルを作るも
ので、障害者・⾼齢者のアクセスビリティに関する部分は（財）交通アメニティ推進機構から助成
が出ることになっていて、１９９８年春頃の完成を予定している。
 まず最初に、この計画が今まで関⻄地区で計画された建物の中では⽐較的よく検討されて、障害
者・⾼齢者への配慮も先駆的なものであることを述べておく。しかし、これはあくまで⽐較の問題
であって、必ずしもベストと⾔えるものではないことも同時に述べておく。ここでは紙⾯が限られ
ているので、障害者の「動線」（⼈の流れ）という視点から考えてみる。
 建物のなかのエレベーターや⾃動扉、誘導鈴や点字ブロック、⼿すりにトイレなど基本的な設備
は、おそらく何かのマニュアルに書いてある通りに揃ってはいる。動線は直線的でわかりやすいも
のになっており、健常者のそれとの差異も最⼩限にされている。しかし、⼊⼝付近の動線はなぜか
わざわざ曲げてある。エレベーターはデザイン優先のらせん階段のために、通り抜け型が却下され
た。感知式扉、⾃動移動などは検討事項になったことは評価できる。
 さて、都市交通におけるターミナルとは複数の交通機関が接する部分のことを指すはずで、確か
にこの建物も南側の旅客船、北側のバス・タクシー、計画中の地下鉄海岸線などのターミナル的な
位置にはある。しがし、現実的には簡単に乗り込める旅客船やバス・タクシーがないので、単なる
便利な建物に過ぎないのは残念だ。周辺交通機関が整備されない限り、ここをターミナルと呼ぶに
は少々おこがましい気さえする。



 最後に、この計画は決して悪い計画ではないが、本来ユーザーの⼀⼈であるはずの私たち障害者
があくまで協⼒者としてしか扱われていないことは残念だ。産・官・学だけでつくる計画には限界
があることがこれだけはっきりわかっているのだから、ユーザー⼀⼈⼀⼈の意⾒がより反映される
計画が望まれる。（障害者情報クラブ事務局⻑）

震災後２度⽬の夏。今年の夏も暑かった。
復興住宅の⼊居申し込みが始まった。元の場所へ帰れるのか。いつ⼊れるのか。
それぞれの夏。果てしなく続く⻘空のように⼼が晴れ渡る⽇よ早く来い。

[写真あり 尼崎市の仮設住宅に住むＨさん。地震の時はタンスの下敷きになった。仮設の壁は本
当に薄く、⾳が気になって夜なかなか眠れない。ひさしやトイレ・⾵呂の⼿すりは知⼈がつけてく
れた。とにかく暑い。 省略]

[写真あり 被災地障害者センターのボランティア講座ビラまきや新聞広告（無料）で新⼈が15⼈
も来てくれた。地域ボランティアも⼊れて２２〜３⼈の参加で⼀同⼤喜び。これは⼨劇「障害者の
くらし］。なかなかの出来でした。 省略]

[写真あり ＪＲ鷹取駅の線路沿いに続く仮設住宅 省略]

[写真あり ピータンハウスは、１年間過ごしたプレハブの作業所の場所が防災公園⽤地にかかる
ため、須磨区のマンションの１室に引っ越した。周りはやはり更地が⽬⽴つ。なんとか地域に根付
きたい。 省略]

[写真あり 抗議のビラまき」精神保健福祉事務の移管に伴い、神⼾市と兵庫県の補助⾦負担のな
すり合いで事実上減額、という異常事態に抗議して、７⽉２５⽇神⼾市内の作業所メンバーが市役
所前でビラまきをしました。被災地障害者センターも応援にかけつけました。 省略]

それぞれの夏しんどいことも腹⽴つこともうれしいことも情けないこともワクワクすることもあっ
た夏ももう終わり みなさんの夏はどうでしたか︖

被災地障害者センター「障害者による復活救援活動」Ｎｏ．６神⼾ホームヘルパー事情より（⼀部
抜粋）

 神⼾市のヘルパーはいわばパートタイムヘルパー。そこに⼤き数字のマジックが隠されている。
ヘルパーをいくら増やしても依頼が少なければ、または依頼を⽔⾯下で⽌めておけは資⾦は少なく
てすむ。働いた時間だけの給料を出せばいいのである。ヘルパーの⼈数は確かに増加している。し
かし、それに⽐例してヘルパーの仕事が増えているようにはなかなか思えない。この前ひとり暮ら
しをしたいということで、ヘルパーを新規で依頼したときなんか「最⾼がんばって週⼀回、⼆時間
の派遣です」という返事。もしかしたら震災後、ヘルパー依頼が急増したのかもしれないが、それ
にしてもがんばって週⼀回とは情けない。
 在宅⽣活を送るために⾏政のサービス拡充が急務であることは震災から学んだはずである。これ
は⾏政も認めている。予算がないという事では済まされるわけがない。安上がりに安上がりに「福



祉」推進し、実際に必要としているニーズも極⼒抑えようとしている姿が⾒え隠れする。特に神⼾
市内でも区によって、または⼈によって派遣時間の上限が異なるということがどうも不思議だ。 
前記の新聞記者とヘルパーのことで⾊々と話をしていて、私が「ヘルパー減らされたり、最
⾼⼀回だなんて⾔われて、これじゃ在宅⽣活出来ませんよねー」とこぼしたとき、彼⼥は「えー、
⾏政は『必要性に応じて毎⽇でも派遣できます』って⾔ってましたよ」と不思議そうな顔で答えて
いた。
 被災地障害者センターの活動の⼤部分は、実はヘルパー制度が充実し融通が効くものであれは解
決する問題である。「この⼈の⽣活どうなるの」と個々違った問題を抱えた⼀⼈⼀⼈のことを⾏政
に訴えていこうと思っている。 （福）

キメ細かい福祉⾏政を求めて
新明 進 （内部障害者の福祉を守る会連合会・⻄宮在住）

 悪夢の様な⼤震災から１年６ヵ⽉が過ぎました。⾼齢者や障害者の⽅の現状は改善されたでしょ
うか︖ 疑問をもつ者は私⼀⼈ではありません。芦屋、⻄宮、尼崎市と仮設住宅巡回相談の福祉専
⾨で多くの⽅々と話し合いお悩みを聞いてきました。あいにく体調を悪くし辞職して２ヵ⽉⽴ちま
すが、今も相談が持ち込まれます。⾏政は何をしているのでしょうか︖

 震災直後から仮設住宅に閉じこもり⼀⽇中酒におぼれ肝硬変で苦しみ通院費もなく寝たきりの
⽅、疾病で苦しんでおられるご⾼齢の⽅々に対してその都度その市の⾼年福祉課にホームヘルパー
やケースワーカーに対応を要請してきましたが、その時は対処して下さっていても、今は何もして
くれないとの苦情が寄せられています。巡回相談中、⾝障者⼿帳の交付助⾔と申請⼿続きを数多く
⾏いましたが、今の相談員の⽅は「今⽇はお変わりありませんか︖そうですか。⼜何⽇⽬にお伺い
します。」の⾔葉のみで、個々の苦情の内容までの相談はないとの訴えです。震災弱者の⽅々の救
済の基本に⽴ち返ることが必要かと思います。

 震災で⾃宅が全壊し仮設に⼊居。⾃宅の敷地はさら地になって草が伸び放題で蚊が発⽣するから
引き抜くよう地元から要請があったが、独りくらしの⾼齢者ではどうにもならず、市にお願いして
も⾃分で処分して下さいとのツレない返事であります。

⻑年市税を払い、年⾦⽣活者の⾝に消費税が課せられ、更に来年４⽉より５％の消費税の負担は追
い打ちです。⾼齢社会と共に増加する障害者の現状を把握して、被災者へ共に温かい⼿を差し伸べ
るべき機会は今をおいて他にはないと思います。

◇仮設住宅⼊居世帯４０８９９世帯（兵庫県で被災した⼈） ８／２３現
在

（内
訳） 神⼾市 ２５５０６世

帯 宝塚市 １１２０世
帯 北淡町 ５１４世帯



  ⻄宮市 ４５７１世帯 加古川市 ９０７世帯 伊丹市 ４８７世帯

  尼崎市 １９９４世帯 ⼤阪府・
市

７４５世帯 姫路市 ４４４世帯

  芦屋市 １９５３世帯 明⽯市 ６６２世帯 その他 １９９６世
帯

◇神⼾市内の避難⽣活者３５４⼈（待機所９６⼈避難所２５８
⼈）

８／１現在

◇仮設住宅⼊居者の⽣活保護受給世帯４９３９世帯 ４／１現在
（県平均割合の７．８倍その内⾼齢者世帯５割障害者世帯４割）兵庫県神⼾市
調べ
 

第１部 恋愛のすすめ 講師／樋⼝恵⼦さん（町⽥市議員）
第２部 それぞれの⽴⾝でもう⼀度⾒つめなおしてみよう。もっと本⾳でつきあうために 〜障

害者と健全者にわかれてのトーク〜
終了後、交流会を⾏ないます

◆とき  ９⽉２８⽇（⼟）午後２時〜５時
◆ところ 東淀川勤労者センター

 （地下鉄御堂筋・ＪＲ新⼤阪駅徒歩５分 ０６－３２１－０００１）
◆参加費 １０００円
⼿話通訳の必要な⽅は９⽉１４⽇までにご連絡ください
【主催・お問合せ先】障害者労働センター連絡会（ＴＥＬ／ＦＡＸ０６－３２１－６５９６）

２年⽬の夏もこんなにもたくさんのカンパ本当にありがとうございます。

 ９⽉に第４次⽀援⾦の配布を予定しています。被災地の障害者の拠点（作業所、ケアセンター、
たまり場など）が対象です。震災で⽰されたように地域拠点は⾮常時も平時も救援センターであ
り、障害者の権利擁護・情報センターです。内容については来⽉号で詳しくお知らせします。

今年は⽗の⼊院で、１⽉の震災カンパに出られずとても残念に思っていましたが、振込み⽤
紙が来て良かった︕ちょっとだけど︕【神奈川県】
被災者の⽣活の復旧を犠牲にした⾏政の都市開発⾄上主義に腹⽴ちを感じます。今後も弱い



⽴場の者の代弁者、要求の実現に向けた活動に期待しています。【⼤阪府】
⾝障者九州⽔泳⼤会に参加した折り、経費を節約することが出来ました。すずめの涙ですが
送⾦させていただきます。【⻑崎県】
私どもも及ばずながら救援活動を続けてまいりました。その中で、私どもに頂いた救援⾦を
各所に配分させていただきましたが、宗教団体は、緊急段階はともかくとして、お⾦を集め
て配分することが本分ではありませんので、（むしろ、⼈と⼈との関りを⼤切にしていくこ
とが本分だと思います）、募⾦活動を終わることにいたしました。もっと早くお送りすれば
よかったと思いますが、私どもに頂いた救援⾦の⼀部をカンパとして貴本部にお送りいたし
ます。救援本部通信を拝⾒させていただきました。みなさんのご努⼒のほどがしのばれまし
た。どうかこれからも（というより、これからが正念場です）、よろしくお願いいたしま
す。猛暑の折りから、どうぞご⾃愛下さい。【⼤阪府】
暑さをふっとばして。でも疲れたら少し休んで【東京都】
ガッツくんのＴシャツを着て汗を流しつつ仕事をしています。私のほうが皆さんから「元
気」をいただいています。【東京都】

★⽀出について
救援⾦…義援⾦１３グループに計８２４万のほか、震災直後の避難⽣活経費・各地域での拠点建設
運営への⽀援⾦。
救援物資…プレハブ３件建設とリース料⾦・移転内装設備費・⾞３台・バイク５台・印刷機・ワー
プロなど。
お⾒舞⾦…４２団体分、１２６０万円
⼈件費…９５年度中は、介助派遣・情報発信・物販・企画ｅｔｃ再⽣めざして常時１７名が有償で
活動（兵庫１４名・⼤阪３名）。９６年度は救援本部の⼈件費⽀出は⼤阪のみ。兵庫ではグッズ販
売などを財源とする。
電話料…９５年度中は、被災地に携帯電話５台と毎⽉の通話料⾦など。９６年６⽉以降は本部事務
所の電話代・ＦＡＸ通信ネット経費
★収⼊について
 街頭カンパは救援本部主催以外の街頭カンパも含みます。通信購読カンパ（千円）は個⼈・団
体・企業のどれかに算⼊しています。購読カンパという名前ですが、⽤途は救援⾦カンパと同じで
す。購読カンパは現在３１３名の⽅からいただいています。



「県外避難者の実状と⽀援を考える」フォーラム
【⽇時】９⽉２８⽇（⼟）２時〜５時
【主催】市外・県外避難者ネットワークりんりん
     ＴＥＬ ０６－４４３－３８０８ ＦＡＸ ０６－４４９－８２０４
【会場】神⼾市産業振興センター（ＪＲ神⼾駅より南東へ歩いて５分

救援本部主催

８⽉４⽇（⽇）天王寺
◆参加者 のべ３１⼈
◇募⾦額   ￥２８７,９８３
◆募⾦累計￥７,９３４,２３１

昨年２⽉から毎⽉休まずに⾏われている救援本部の街頭カンパ活動。⼤阪府下の作業所や障害者解
放センター、労働センターなどの障害者によって１１時から６時までの７時間、繁華街の駅頭で被
災障害者⽀援が呼びかけられる。震災直後は道⾏く⼈の関⼼も⾼く、駆け寄って来て募⾦箱に紙幣
（︕）を⼊れて下さる⽅が多かったが、⽉⽇が経つにつれ募⾦額も減ってきた。思えばあの「オウ
ム騒動」の洪⽔のような⼀辺倒報道が、世の中に震災など無かったかのように思わせてしまったの



が響いた。
本当にマスメディアの⼒は強⼒だ。しかし、世の中捨てたものじゃない。⼀年半以上が経過した
今、当然ピーク時には戻らないものの再び上昇中だ。「まだ震災のことやってるのか…」という驚
きが道⾏く⼈の⾜を留めるのではないか。⼿前みそかも知れないが、⼈の流れを⾒ていてそんなこ
とをふと思った。
７時間の間にはいろんなドラマがある。通⾏⼈としてビラを受け取る側だったのが意気を感じて配
る側に回った⼈がいる。それも毎⽉１１時から６時まで貫徹︕⼤阪市内に住むその男性は「少しで
も被災地の役に⽴ちたい」と⾔葉少なに語る。
「役所に⾔え︕マスコミに⾔え︕」と助⾔の、親切なおじさま。これを機会に関⼼をもって下さる
と嬉しい。この⽇は被災障害者のＳさんと被災地障害者センターのボランティアがオールナイトマ
ラソン明けで駆けつけ、睡眠不⾜の⾚い⽬で汗だくで呼びかけていた。

[写真あり カンパお願いしまぁす。 省略]

[写真あり ねえチョット振り向いておくれよ。 省略]

事務局よりのお知らせ

通信の朗読テープお分けできます。（無料）
震災関連の本・資料→「そよ⾵のように街にでよう」５５号牧ロー⼆さんが神⼾の障害者に
インタビュー￥７００→「阪神⼤震災トイレパニック」〜神⼾市環境局・ボランティアの奮
戦記〜⽇経⼤阪ＰＲ発⾏￥１８００→「⼤震災復興への警鐘」内橋克⼈・鎌⽥慧著 岩波書
店￥８５０昨年4⽉に刊⾏された告発の書

(c) 1996兵庫県南部地震障害者救援本部 (デジタル化︓神⼾⼤学附属図書館)


